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1.はじめに
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「観光DXによる地域経済活性化に関する先進的な観光地の創出に向けた実証事業」

において、推進する実施主体を示します。

実施主体

なら観光DXPF実装チーム

奈良県

Â代表団体／企業

Â活動地域

Â活動概要・経歴

1.はじめに

コンソーシアム名

一般財団法人奈良県ビジターズビューロー（NVB）

なら観光DXPF実装チーム

2023年11月に奈良県での観光DX実装、地域の観光事業者・DMO・地域金融機関が一体とな

る新たな産業共同体を構築するために組成。
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2.地域の魅力・特徴



2.地域の魅力・特徴

1.奈良県
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・現状では、インバウンドを中心に、北部、特に奈良市への一極集中がみられる。

・中部から南部にかけての第一級コンテンツを持つエリアについては、「地方における高付加価値

なインバウンド観光地づくり事業」を活用しつつ、和歌山県、三重県とも連携しつつ、高付加

価値旅行者に向けたコンテンツ開発、プロモーション等を戦略的に進めているところ。

地域の魅力、特徴を示します。

奈良県は北部には世界遺産となっている奈良市等の観光地があり、また、中部から南部にも明日

香・橿原・櫻井、吉野・十津川・天川村といったインバウンドを含めた誘客促進が期待できる、文化

的にも歴史的も日本のふるさとといえるエリアを有している。

魅力

特徴

取組エリア

奈良県全域



2.地域の魅力・特徴

1.奈良県
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・現状では、インバウンドを中心に、北部、特に奈良市への一極集中がみられる

・中部から南部にかけての第一級コンテンツを持つエリアについては、「地方における高付加価値なインバ

ウンド観光地づくり事業」を活用しつつ、和歌山県、三重県とも連携しつつ、高付加価値旅行者に向

けたコンテンツ開発、プロモーション等を戦略的に進めているところ。

地域の魅力、特徴を示します。

特徴
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3.地域が目指す姿



3.地域が目指す姿

1.中長期・実証事業期間の目的

9

地域の現状及び課題、中長期的に目指す姿や実証事業の目的を示します。

現状及び課題

実証事業の

目的

中長期的に

目指す姿

Å 地域の観光産業全体を持続可能なものへと変革することを目指し、地域

の観光に関連する予約・販売、仕入、投融資までの一連の商流データの

見える化と活用によって、経済循環を高める。

Å あわせて、これをマネジメントする地域の観光事業者・DMO・地域金融機

関が一体となる新たな産業共同体を構築する。

Å 明日香・橿原・櫻井、吉野・十津川・天川村といった一級のコンテンツを

持つエリアにおいても、コロナ禍からの回復水準、宿泊割合などが奈良市

に対して大きく劣後している。こうした県内地方部を稼げる地域にすること

が必要。

Å HPを持たない宿泊事業者が相当数であるなど、DX導入にあたっては懇

切丁寧な指導・フォローが必要であるが、DMOのマンパワーではこうした対

応が出来ない。

観光事業者・DMO・地域金融機関を核とした持続可能な地域経

営を実現する
そのために、地域の観光産業全体を持続可能なものへと変革することを

目指し、地域の観光に関連するデータ流通・活用を具体化するとともに、

地域の観光事業者・DMO・地域金融機関が一体となったあらたな産業

共同体を構築する。
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4.実証事業
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4.実証事業

1.全体像

地域の目指す姿に向けて取り組む実証事業の全体像を示します。

ḟḵḪᴻ᷿ḯḻᶍ



既存システムの拡張として、なら旅ネッ

トの本実証事業特設ページへのAIレコ

メンド機能を追加。また、特設ページへ

の誘導促進、地域の観光事業者の

ネットによる売上増を実現

12

実証事業のゴールと目標値、実証事業の内容・概要・目標を設定します。

「インバウンド対応プロモーションの

実装」（＝実装・検証）

「インバウンド対応の成功体験の

創出」
Ḳ

ḭAI

取組 目標

KGI

既存システムの機能拡張による「なら観光

DXPF」の構築

※既存システム：「奈良県在庫管理システム」

（予約・決済、在庫管理、CRMが可能）

概要 頁

取組1

P.18

なら観光DXPF取得データに、観光事

業者の「取引等情報」等を追加、取得

データの投融資評価スキームでの活用

可能性の評価、取得データの見える化

ツールの作成

「意欲ある観光産業事業者を支

援する体制の構築」（＝地域金

融機関を含む産業共同体）
Ḳ ḱ

︣ ṕỆ Ṗ

P.35

なら観光DXPFへの参画事業者のリス

トアップと勧誘、なら観光DXPF登録事

務局を設置・登録作業を代行、既存

OTAを主要販路とする宿泊事業者の

参画促進

持続可能な「中小事業者参画

支援体制の確立」
Ḳ P.29

ゴール：観光事業者・DMO・地域金融機関を核とした持続可能な地域経営を実現する

取組の初年度として、基盤が整うこと

目標値：観光売上高の向上：1,920万円

4.実証事業

2.目標設定・取組内容

取組3

取組2

「なら観光DXPF」取得データ等を活用した

投融資評価スキームの開発

「なら観光DXPF」への中小事業者の参画

促進

KPI
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4.実証事業

現状及び課題と課題解決に向けた取組内容を示します。

1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築

2.目標設定・取組内容

現状・これまでの取組 明らかになった課題

・食と歴史を楽しむためのコンテンツの掘り起こし、「ぐるっとオーベル

ジュ」のネットワーク化、情報発信等の取組を通じたガストロノミー

ツーリズムの推進及び拠点化。

・「奥大和ワーケーション」（南部東部振興課）、「奈良農家民泊」

（ならの観光力向上課）といったホームページによる地方部のプロ

モーション。

・明日香/橿原/櫻井、吉野/十津川/天川村といった一級のコンテ

ンツを持つエリアにおいても、コロナ禍からの回復水準、宿泊割合な

どが奈良市に対して大きく劣後している。こうした県内地方部を稼

げる地域にすることが必要。

取組内容

概要 既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築（既存システムへの集客・AIレコメンド機能追加）

内容

①既存HP等の関係整理及びマップ導入箇所特定（最大アクセス数が得られる箇所）／②レコメンド機能の開発（旅行

者が趣味や行動の予定などを入力、それに応じたレコメンドを行う）／③レコメンド対象コンテンツの特定・実装（本事業

で実施するプロモーション（検討中）に適するコンテンツ）／④プロモーション計画（新規掲載コンテンツの旅行商品化、

バスチケットとのコンバイン販売等を検討中）／⑤プロモーションの実施／⑥売上等KPIの把握・評価

ターゲット ：2024年秋季の奈良県訪問意向者

観測指標：増加コンテンツ数（20件※プロモーション用に作りこんだコンテンツ）、AIレコメンド利用件数（3万件／3か月）、

                  予約件数／レコメンド利用件数（10%）
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4.実証事業

現状及び課題と課題解決に向けた取組内容を示します。

2. 「なら観光DXPF」への中小事業者の参画促進

2.目標設定・取組内容

現状・これまでの取組 明らかになった課題

取組内容

・2021年度「奈良県在庫管理システム」を導入。

・説明会等を数度開催するも、参加事業者数は伸び悩んでいる。

・DX導入に当たっては懇切丁寧な指導・フォローが必要だが、DMO

のマンパワーでは対応が出来ない。

・成功事例の創出・提示が必要

⇒結果、a.観光売上高、b.地域還元額、c.観光関

連投融資額、d.事業者のDXリテラシーが向上出来ない。

概要

「なら観光DXPF」への中小事業者の参画促進

内容

(1)参画事業者のリストアップ

①観光協会・商工会等経由での登録募集（説明会開催、有望事業者のリストアップと打診等）／②金融機関顧客・

   なら観光DXPFに適した業態事業者のリストアップ

(2)登録事務局の設置、対象事業者への訪問・登録支援、問合せ対応

   ①登録事務所の開設／②問合わせマニュアル・登録マニュアルの作成／③訪問日程調整、登録支援／④実証実験によ

   る成果の確認・共有（成功事例及び今後のPF運営者としての支援策の報告等。これにより、PFを活用した成功事例を参

   考にした経営効率化につなげる）

ターゲット ：モデル地域等の中小事業者

指標 KPI：PF参加事業者数（100事業所）

観測指標 ：打診用事業者リスト数（400事業所）
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4.実証事業

現状及び課題と課題解決に向けた取組内容を示します。

3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

2.目標設定・取組内容

現状・これまでの取組 明らかになった課題

取組内容

・金融機関による投融資時には定量評価に加え、定性評価を加味

した総合的判断を行っている。

・事業者から観光客に対しての地域貢献度合いを伝えきれておらず、

SDGsを意識したレスポンシブルツーリストへのアプローチが不足して

いる。

・投融資時の定性評価に客観的データが少なく、観光関連事業者

の潜在的な投資機会の把握が難しい。

・SDGsを意識した観光を行う高付加価値旅行者に対して訴求する

地域への貢献度を示す客観的データが少ない。

概要 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

内容

①現状の投融資評価スキームのレビュー／②評価ツールの仕様検討（必要指標・精度等）／③事業者アンケートによる取

引等情報の把握／④評価ツールの開発／⑤銀行担当部署による評価・改善ポイントのレビュー／⑥OTA等による評価・改

善ポイントのレビュー

ターゲット ：（地域金融機関、OTA等）

観測指標 ： 地域を把握する地域数（4地域）、取引情報把握対象事業所（50事業所）
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Â本事業実施前のなら関連のホームページ・関連システムの状況

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築

本事業では、「なら旅ネット」（奈良県ビジターズビューローが運営する奈良県の観光情報サイト）と、3年前にそこに組み込まれた

「奈良県在庫管理システム」（予約・決済・顧客管理機能）をベースに、その機能拡張・展開の仕組みづくりを実施した。
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¸ ページ構成／AIレコメンドマップの利用イメージ

Â 「なら旅ネット」へのAIレコメンド機能付き特設ページの設置

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築

AIレコメンドマップの利用イメージ

本事業による特設ページ：

なら旅ネットのトップページからリンクする（「い

ま奈良に来たら体験してほしいもの」）。本事

業で開発・新たに予約・決済が可能となったコ

ンテンツの掲載、また利用者の嗜好に沿ったコ

ンテンツをAIがレコメンドし、地図上で表示・紹

介するAIレコメンドマップを設置している。

なら旅ネット：

奈良県ビジターズビューローが運営する奈良県の

観光情報サイト。1,000を超える県内コンテンツ

やモデルコースの紹介の他、一部商品について

は「奈良県在庫管理システム」を活用した予

約・決済が可能。
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Â AIレコメンドの概要

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築

AIレコメンドマップの利用イメージ

状況・気分：“AIにあなたの今の状況を教えてね”

誰と行く／交通手段／空き時間／今の気分

趣味嗜好：“AIにあなたの好きなものを教えてね”（以下から最低5つ）

観光：14、スポーツ：12、アウトドア：6、インドア：6、和食：15、洋食：8、中華：4、

麺類：5、ドリンク：4、多国籍料理：3、スイーツ：6、雰囲気：2、番組タイプ：7、

映画タイプ：5、観劇タイプ：3、ファッション：11、美容：4、ファッションアイテム：4

位置情報：“AIレコメンド開始時に許諾”

これら情報を処理し、

適切なコンテンツを

レコメンド
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Âなら旅ネットにおけるAIレコメンド機能付き特設ページの設置 20250129時点

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築

https://yamatoji.nara -kankou.or.jp/dxpf/#digitalmap

工夫（その1）：特設ページ上部に新規掲載・人気

コンテンツを表示。

工夫（その2）：既存のなら旅ネットから本事

業による開発・新規掲載コンテンツと連携利用

が想定されるもの（約500）をレコメンドマップ

上に掲載。

工夫（その3）：（スマートフォンを含む）利用端末の使用言語に対応した多言語化に対応するよう、画像と

テキストは別で作成。

https://yamatoji.nara-kankou.or.jp/dxpf/#digitalmap
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Â KGI（観光売上高の向上：1,920万円）の達成に向けた状況

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築
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Â KGI（観光売上高の向上：1,920万円）の達成に向けた状況（目標見直し）

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築
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Â KGI（観光売上高の向上：1,920万円）の達成に向けた取組・戦略の見直し・追加

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築

10月末時点でのKGI・KPI達成状況を踏まえ、以下のようなKGI確保方策を検討・実施

項 目 当初想定 改善策

①コンテンツの掲載促進 100事業者から200コンテンツを掲載

⇒HP等での周知不足、勧誘マンパワー不足

等により、想定通りに進捗せず

ターゲット（欧米豪インバウンド）を明確にし、効果が見

込める事業者・コンテンツに絞って参画を促進

②掲載コンテンツの品質 対応は検討せず

⇒商品、写真、説明文等のレベルがさまざま

ターゲットに見合った内容となるようアドバイスを実施、品

質確認責任者を設置

③宿泊コンテンツ 小規模でOTAを利用していない事業者を対

象

⇒アプローチが困難

国内主要サイトコントローラーとのシステム連携が可能と

なり、OTA利用事業者を勧誘

④ネット販路強化

対応は検討せず

⇒販売伸び悩みへの対応として追加

なら観光DXPF・特設ページ以外からの導線（Google 

Things To Do／Google Accomodation ）を形成

⑤他サイト連携 コンソーシアムメンバーが運営する別サイトにリンクを設

置・誘導

⑥対面での販路強化 ツアーガイドによる勧誘、宿泊施設を中心としたチラシ配

布（24施設・計2,500枚）

「①掲載コンテンツの促進」「②掲載コンテンツの品質」「④ネット販路強化」は、

取組2.「なら観光DXPF」への中小事業者の参画促進にも関連
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収集

モニタリング 活用

蓄積

¸ なら観光DXPF内のデータベースへの蓄積

¸ 事業者：登録者用画面での販売情報の

確認

¸ 地域金融機関を含むコンソーシアムメン

バー：「地域ポテンシャル評価ツール」「『地

域還元表』作成ツール」での確認・分析

（本実証実験ではオフラインベース）

¸ 事業者：時系列や商品間で販売状況・顧

客状況を確認

¸ 地域金融機関を含むコンソーシアムメン

バー：県内地域間やベンチマークとした大阪

市・京都市と比較した地域の販売状況の

評価、売れ行きのよい商品抽出等

¸ 事業者概要（住所、業種、等。初期登録

時に収集）

¸ 商品情報（内容、価格、在庫、等。登録

の都度収集）

¸ 商品販売情報（予約日・利用日、決済額、

購買者の属性）

データ活用の流れを示します。

データ活用の

流れ

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築



「インバウンド対応プロモーションの実装」（＝実

装・検証）

「インバウンド対応の成功体験の創出」
Ḳ ḭAI
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Â目標

Â まとめ
Å AIレコメンドマップに22事業者の予約・販売コンテンツ及び465の観光スポット情報を掲載した。

Å AIレコメンドマップを活用したプロモーション開始当初（2024年10月）に約200人／週であったユニークユーザー数が、1,000

人以上／週に拡大した。

Å なら観光DXPFの利用に適したコンテンツ・事業者（①体験型コンテンツ（食を含む）、②インバウンド向けに注力）がわ

かった。

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築

今後、本実証事業とは別に実施しているNVBによる

ネット販売事業をなら観光DXPFに一元化していくこと

を考慮すると、実証実験期間内で800万円超となる

売上を実現した。うち、実験が有効だったとの声があっ

た事業者の事例、今後の事業者参加の方向性を取

りまとめた。
Ḳ ṕ23 ṖḭAI

ṕ1,000 Ṋ Ṗ

Â結果

Â結果の推移

数値 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
最終実績

売上

1,265万円

（当初目標の

66％）

－
5

万円

10

万円

15

万円

195

万円

545

万円

895

万円

1,265

万円
1,265万円

実績 －
1

万円

2

万円

2

万円

32

万円

258

万円

641

万円

822

万円
822万円

進捗率(％) 対見直し目標 － 0.1％ 0.2％ 0.2％ 2.5％ 20.4％ 50.7％ 65.0% 65.0%
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Â成功事例のとりまとめ

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1 .既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築

＜個別事例＞

「飲食店A」へのインタビュー結果を踏まえて

コンソーシアムによる支援内容

a.「なら観光DXPF」への初期入力支援（事業者情報・決済関連情報・商品情報）

b.商品紹介ページの品質向上アドバイス（写真等の選定、商品手じまい時期の設定）

ポイント：本事業を通じて、インバウンドを新規にターゲットとすることが出来た

V ①インバウンド向け商品が開発できた、②無断キャンセルや翻訳の不安なく商品掲載が出来た、③IT活用

支援／商品開発支援が有効だった、④引き続きインバウンド向け商品の充実を図っていきたい

＜全体評価＞

本実証事業を通じて、なら観光DXPFへの掲載が有効なコンテンツ・活用が期待される事業者等は、①体験型

コンテンツ（食を含む）、②インバウンド向けに注力を考えている事業者（事前予約・決済による労務削減、無

断キャンセル防止、インバウンド向け価格戦略実現 等が寄与）といったものであることが判明。

他方、既に国内外OTAを活用している宿泊事業者については、なら観光DXPF利用によるメリット（一元的な

顧客管理・分析、体験型等の他コンテンツとの同時予約による販売促進、地域金融機関との連携 等）の訴

求力が不足、利用を促すことが出来なかった。なお、これらメリットを本実証実験で検証する予定であったが、そ

もそもの参加を得られなかったことが反省点。



Â注力した点・工夫した点
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項目 主な活動 結果

本実証実験用の特設ページ「いま奈良

に来たら、体験してほしいもの特集」に、

AIレコメンドマップを実装、関係者との

調整上で、「なら旅ネット」トップページ

及び各ページからのリンクを作成。

「なら旅ネット」の閲覧状況を分析し、

トップページからのリンクに加えて、各ペー

ジから特設ページへのリンクを設けること

で、ユニークユーザー数の大幅増につな

がった。

（既存のNVBコンテンツホーム

ページ「なら旅ネット」への）

AIレコメンド機能の最適配

置

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組1.既存システムの機能拡張による「なら観光DXPF」の構築

「なら旅ネット」各ページに特設ページへ

のリンクを設置した。また、検索連動広

告の実施、南都銀行地域情報発信

Webサイト「ええ古都なら」からのリンク

を設置した。

AIレコメンドマップを活用したプロモーショ

ン開始当初（2024年10月）に約200

人／週であったユニークユーザー数が、

1,000人以上／週に拡大した。

AIレコメンドマップを掲載し

ている特設ページへの誘導

促進

左記2つの活動に加えて宿泊施設等で

のパンフレット配布（24施設2,500

枚）、対面による特設ページへの誘引

等（ガイド4名による勧誘）を実施した。

事業活動トータルの効果で、今後の

NVBネット販売のなら観光DXPFでの一

元化を見越すと800万円超となる売上

を実現した。うち、実験が有効だったとの

声があった事業者の事例、今後の事業

者参加の方向性を取りまとめた。
※今後の参画促進で活用

特設ページの設置、AIレコ

メンド機能の追加等により、

地域の観光事業者のネッ

トによる売上増を実現



事業者リストアップ・訪問勧誘

Âなら観光DXPFへの中小事業者の参画促進体制
※奈良みらいデザイン、TXJが本実証に適したコンテンツをリストアップ・訪問勧誘。南都コンピューターサービスが登録事務所を設置、

参画了承事業者の登録を訪問して支援。なお、11月より、TXJによる品質管理・ネット販路強化のアドバイスを実施。

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組2.「なら観光DXPF」への中小事業者の参画促進
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奈良みらいデザイン TXJ

南都コンピュータサービス

＜登録事務局＞

自治体・観光協会声掛け

※事業者声掛けも実施

参画了解事業者

参画了承事業者情報

登録支援（事業者情報・決済関連情報・商品情報）

TXJ

アドバイス※11月以降新規
（品質確保・ネット販路強化）

奈良県ビジターズビューロー



Âなら観光DXPF参画を打診する事業者のリストアップ
※既存の体験コンテンツ販売サイトへの掲載事業者、日常的にコンタクトのあった事業者などから、本実証に適したコンテンツとして、

体験コンテンツ提供事業者、飲食事業者を中心にリストアップ。

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組2.「なら観光DXPF」への中小事業者の参画促進

1
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Âなら観光DXPF参画を打診する事業者のリストアップ_訪問・勧誘時のリーフレット

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組2.「なら観光DXPF」への中小事業者の参画促進

29



Âなら観光DXPF参画を打診する事業者のリストアップ_訪問・勧誘時のリーフレット

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組2.「なら観光DXPF」への中小事業者の参画促進

なら観光DXPF登録事務局の概要

設置・運営時期：2024.7~2025.01

設置場所：南都コンピューターサービス内

体制：管理者、登録支援員4名

※事前にTXJ登録作業の講習を受けた者

事業者登録支援の様子
～寧楽兄弟社 風の家工房～

30



持続可能な「中小事業者参画支援

体制の確立」

Ḳ
ṕ400 Ṗ
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Â目標

Â まとめ
Å 最終的に22の事業者のコンテンツが本実証事業に参画（一部コンテンツ（4件）はコンソーシアム主導

で開発）。なお、勧誘の過程でなら観光DXPFがインバウンド対応の二重価格設定にも有効であることが

わかった。

Å 実証実験期間中にサイトコントローラーへの接続を可能としたが、最終的には、宿泊事業者の参画が間に

あわなかった（このため、想定していた売上45万円／月×2か月分が実現できなかった）。

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組2.「なら観光DXPF」への中小事業者の参画促進

最終的に22件の事業者の登録を支援。なお、登録事務

局を担った南都コンピューターサービスは、地域の中小事業

者との新規ネットワーク構築ができ、本実証事業以降も関

係を継続的かつ拡大していくことが可能となった。
Ḳ ṕ 700 ḭ

96 Ḯֿכ לּ ḭ
︡ Ṗ

Â結果

Â結果の推移

数値 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
最終実績

参加事業者数 100事業者
10

事業者

40

事業者

60

事業者

80

事業者

90

事業者

95

事業者

100

事業者

100

事業者

100

事業者

実績
０

事業者

3

事業者

6

事業者

6

事業者

12

事業者

16

事業者

19

事業者

22

事業者

22

事業者

進捗率(％) － 3％ 6％ 6％ 12％ 16％ 19％ 22％ 22％

KPI



Â注力した点・工夫した点
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項目 主な活動 結果

本実証事業の目的のひとつである、奈

良市内からの来訪者分散に資する事

業者・コンテンツとして、周遊バスチケッ

ト、体験コンテンツ等をリストアップ（約

300件）、リーフレットを作成し、訪問に

よって勧誘を実施した。

最終的に22件の事業者・コンテンツが本

実証事業に参画（一部コンテンツ（4

件）はコンソーシアム主導で開発）。な

お、勧誘の過程でなら観光DXPFがイン

バウンド対応の二重価格設定にも有効

であることがわかった。

なら観光DXPFへの参画事

業者のリストアップと勧誘

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組2.「なら観光DXPF」への中小事業者の参画促進

コンソーシアム内でなら観光DXPFの予

約・決済・在庫管理システム（TXJ）

への登録講習会を開催した。4名の専

従からなる登録事務局を設置、参画

事業者を訪問し、登録作業代行を実

施。途中段階で品質管理の重要性が

明らかとなっため、品質管理体制を構

築・運営した。

最終的に22件の事業者の登録を支援。

商品、写真、説明文等のレベルを“売れ

るもの”とすることが課題であった。

なお、登録事務局を担った南都コン

ピューターサービスは、地域の中小事業者

との新規ネットワーク構築ができ、本実

証事業以降も関係を継続的かつ拡大し

ていくことが可能となった。

なら観光DXPF登録事務

局を設置、登録作業を代

行

TXJをサイトコントローラーと接続可能と

なるよう改修、宿泊事業者への勧誘を

実施した。

最終的に実証実験期間中には、宿泊

事業者の参画が間にあわなかった。この

ため、想定していた売上45万円／月×2

か月分が実現できなかった。

既存OTAを主要販路とす

る宿泊事業者の参画促進
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Â投融資評価スキーム開発の全体像

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

なら観光DXPF

売上情報・顧客情報

人流データ・消費額データ 取引情報等データ

地域ポテンシャル評価

ツール
地域還元表作成

ツール

実施事項：

なら観光DXPFへの観光事業

者の「取引等情報」の追加

（事業者アンケート調査）

実施事項：

「地域還元表」の誘客への活用可能性の評価

（OTAヒアリング調査）

実施事項：

「取引等情報」「地域還元状況」「地域ポテンシャル状況

（地域の来訪者数・消費額）」の見える化ツールの作成

（複数の金融機関ヒアリング調査）

実施事項：

（ビッグデータの購入）

○地域金融機関による活用

データ動向を踏まえた営業先・地域、誘致企

業、インパクト投資案件の探索

○誘客促進への活用

OTA等への掲載の働きかけ、toC

プロモーションでの活用

○NVBでの活用

プロモーション、事業

者コンサルティング

（商品開発等)
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Â取引状況（地域還元状況）把握アンケート調査の実施

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

取引状況アンケート調査実施概要

実施時期：2024.10~11

調査対象：NVB加盟の宿泊事業者（10事業者（回収率１

００％

調査手法：対面依頼・回収））

＜本アンケートの目的＞

¸ 奈良県ビジターズビューローは、アンケートに

より取引状況を把握し、地域経済に貢

献する事業者として国内外に広くプロモー

ションを実施、また県公式Webサイトでの

販売により売上を向上します

¸ 南都銀行は、地域貢献度の高い事業

者を対象とした投融資の実行等が可能

か検証します

＜その他お知らせ等＞

¸ 本アンケートは、奈良県ビジターズビュー

ローも県内事業者の全ては把握出来て

いないため、公表されている旅館営業許

可施設一覧を元に把握した事業者宛て

に送付しております

¸ 併せて、現在整備しているオンラインでの

販路拡大・売上向上を実現する「なら観

光DXPF（プラットフォーム）」のご案内も

添付しております

※今年度は登録サポート無料。ご参加を検

討ください
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Â取引状況（地域還元状況）把握アンケート調査票

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発
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Â取引状況（地域還元状況）把握アンケート調査票

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発
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Â取引状況（地域還元状況）把握アンケート調査票

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発
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Â取引状況（地域還元状況）把握アンケート調査票

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発



Â取得データの投融資評価スキームでの活用可能性の評価

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

取得データ活用に関するヒアリング調査

実施時期：2024.10~2025.01

調査対象：南都銀行[営業]、南都キャピタルパートナーズ[インパ

クト投資]、奈良古民家まちづくりファンド[投資] 

調査手法：複数回ヒアリングによる活用可能性等の確認
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Â投融資評価スキームで検討した指標の概要

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

指標 概要 指標活用の方法 指標活用の目的

地域のポテンシャル

【指標A・C】

エリアごとの一人当たり観光消費

額や滞在人口から算定。公的

統計を用いた算定（1年単位な

ど）が指標A、オルタナティブデー

タを用いた算定（1か月単位な

ど）が指標C。

経済成長の伸びしろが見

込める地域を特定できる

Å営業段階での優先エリア選定による

活動効率化

Å地域内マーケット情報提供による出

資先観光支援事業者の事業計画

精緻化

ᶍḥḎḻ᷿ḫḳ
ᵊ Bᵋ

エリア×セクター（観光／土産物

など）にメッシュを分けたうえで、

各社の実績をエリア×セクター平

均と比較

ポテンシャルがある地域、無

い地域それぞれで売上を伸

ばしている／減らしている事

業者を特定できる

Å出資先観光支援事業者の優先支

援先選定による活動効率化・売上

向上

Å上記に係る南都銀行様による同行

取引先事業者への営業代行を通じ

た売上向上

地域還元率【指標D】

（売上・仕入・主要

地域産品）

売上（B to Bの企業がどの地域

向けに売っているか）・仕入（宿

泊業などがどの地域から仕入れ

ているか、主要地域産品（仕入

の内訳として、どれだけ主要地域

産品を仕入れているか）等につ

いて、市町村内、県内、その他か

らの調達比率／販売比率を算

出

域内調達を積極的に行っ

ている事業者を特定できる

Å効果測定指標への活用によるインパ

クト投資推進

Å出資先観光支援事業者の観光業

者への地産地消ブランド関連マーケ

ティング支援
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Â インパクト投資（南都キャピタルパートナーズ）での取得データの活用可能性
※銀行営業（南都銀行）、一般投資（奈良古民家まちづくりファンド）についても同様に活用可能性を評価。これらデータ活用に

ついて、それぞれのワークフローに対応した活用イメージをとりまとめた（別添「なら観光DXPFの投融資評価での活用イメージ」）。

※アンケートへの協力可能性についての現地判断によって、対面で回答を依頼できた宿泊10事業者の回収にとどまった。

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発
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Â奈良観光DXPFによる取得データ
※取得データは、地域の観光ポテンシャルと取引状況（地域還元状況）に区分し、それぞれ見える化ツールを開発

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

No. ⱧỘ Ộ ∕ ᶛˢ ḧ˗ ˣד Ὦ

1 1 ◕ 1086.1 9

2 2 ◕ 1086.1 10

3 3 ◕ 217.2 9

4 4 ◕ 217.2 10

5 5 ◕ 54.3 9

6 6 ‰ ◕ 217.2 9

7 7 Ἤ╦◕ 1086.1 11

8 8 Ἤ╦◕ 217.2 10

9 9 ◕ 1086.1 9

10 10 ◕ 217.2 11

11 11 ◕ 54.3 10

12 12 ᶠᾖ◕ 1086.1 10

13 13 ᶠᾖ◕ 217.2 9

14 14 ᶠᾖ◕ 54.3 9

15 15 ┴ӻ◕ 217.2 12

16 16 ᾿ ◕ 217.2 10

17 17 Ὲ ◕ 54.3 10

18 18 ἆ◕ 1086.1 10

19 19 ἆ◕ 217.2 9

20 20 ◕שׂ  217.2 9

No. ⱧỘ Ộ ∕

ⱧỘ _

ˢ ḧ˗ ˣד

Ξκ_TXJ

ˢ ḧ˗ ˣד

Ξκ_TXJ

ˢὮḧ˗ ˣד ὓ Ὦ Ὦ

1 1 ◕ 1086.1 43.4 3.6 2024/9 9

2 3 ◕ 217.2 8.7 0.7 2024/9 9

3 5 ◕ 54.3 2.2 0.2 2024/9 9

4 6 ‰ ◕ 217.2 8.7 0.7 2024/9 9

5 9 ◕ 1086.1 43.4 3.6 2024/9 9

6 13 ᶠᾖ◕ 217.2 8.7 0.7 2024/9 9

7 14 ᶠᾖ◕ 54.3 2.2 0.2 2024/9 9

8 19 ἆ◕ 217.2 8.7 0.7 2024/9 9

9 20 ◕שׂ  217.2 8.7 0.7 2024/9 9

10 23 ֓ ◕ 217.2 8.7 0.7 2024/9 9

11 ᾓ2 ᾓ ◕ 75.0 11.3 0.9 2024/9 9

12 ᾓ4 ᾓ Ἤ╦◕ 15.0 2.3 0.2 2024/9 9

13 ᾓ7 ᾓ ┴ӻ◕ 15.0 2.3 0.2 2024/9 9

14 ᾓ10 ᾓ ἆ◕ 15.0 2.3 0.2 2024/9 9

15 ᾓ14 ᾓ Ἢ 15.0 2.3 0.2 2024/9 9

16 ᾓ18 ᾓ ᾖ 15.0 2.3 0.2 2024/9 9

17 ᾓ22 ᾓ ᴱ› 15.0 2.3 0.2 2024/9 9

18 Ԑ 4 Ԑ Ἤ╦◕ 26.9 0.3 0.0 2024/9 9

19 Ԑ 5 Ԑ ◕ 26.9 0.3 0.0 2024/9 9

20 Ԑ 6 Ԑ ᶠᾖ◕ 26.9 0.3 0.0 2024/9 9

◕ 2024_8 2024_9 2024_10 2024_11 2024_12 2025_1

∫◕ 10,112,404 8,842,832 8,221,464 8,612,410 9,274,148 8,008,325

Ằ 4,017,593 3,755,350 3,724,014 5,197,836 3,811,423 3,591,306

◕ 868,961 723,775 809,536 1,040,916 732,640 751,865

‰ ◕ 92,540 70,951 64,991 67,151 70,559 91,091

Ἤ╦◕ 182,221 139,491 126,680 133,427 135,207 159,968

◕ 228,926 154,880 182,825 180,178 145,965 188,668

ᶠᾖ◕ 363,187 279,527 281,775 303,209 282,148 337,885

┴ӻ◕ 87,689 73,376 77,905 138,113 79,426 135,994

᾿ ◕ 89,523 59,685 55,221 65,862 57,386 57,404

Ὲ ◕ 37,875 33,993 31,139 31,857 31,220 38,009

ἆ◕ 135,992 98,611 94,176 100,497 95,399 111,654

◕שׂ  90,146 70,847 77,142 68,755 72,913 83,575

◕ 52,437 40,761 39,063 46,380 43,019 48,159

֓ ◕ 80,833 61,335 60,984 88,046 53,681 52,617

╦ 22,816 28,132 20,551 22,688 17,801 11,750

Ἢ 21,552 16,664 15,429 17,033 17,031 19,495

╣ỏ 36,745 29,712 30,571 35,810 31,160 36,120

16,915 7,116 4,920 6,073 3,838 2,558

ӗ 10,993 9,361 9,160 9,021 9,100 9,894

◕ 2024_8 2024_9 2024_10 2024_11 2024_12 2025_1

∫◕ 22,435,383,847 17,604,622,498 20,388,386,752 18,866,581,782 20,240,200,172 20,646,044,498

Ằ 11,648,107,819 10,440,419,012 13,742,353,973 14,866,012,991 10,824,027,084 9,531,907,032

◕ 100,115,299 74,505,796 89,531,728 90,415,703 69,708,149 63,098,877

‰ ◕ 323,016 293,028 250,329 151,892 156,456 211,541

Ἤ╦◕ 858,550 405,155 477,842 601,702 481,101 662,003

◕ 760,114 645,053 1,141,148 933,519 737,949 697,857

ᶠᾖ◕ 1,048,905 589,642 667,870 575,626 753,595 887,886

┴ӻ◕ 266,301 279,664 272,494 546,291 321,712 264,345

᾿ ◕ 112,127 77,250 99,415 112,778 159,063 49,870

Ὲ ◕ 78,228 39,114 82,791 102,348 132,009 75,620

ἆ◕ 1,191,018 844,208 936,452 690,034 1,073,677 951,446

◕שׂ  385,598 215,126 269,886 283,902 429,927 265,975

◕ 109,845 63,560 160,367 120,927 86,702 213,171

֓ ◕ 163,627 102,022 222,297 291,073 122,231 104,630

╦ 39,440 46,285 45,307 51,500 0 14,668

Ἢ 77,576 0 58,345 0 79,206 56,389

╣ỏ 152,870 95,503 206,978 143,744 167,864 127,772

577,582 391,139 505,547 637,557 337,683 469,693

ӗ 0 60,301 33,899 22,165 52,478 49,544

91,592 75,294 0 54,434 71,709 67,146

ⱧỘ ID ⱧỘּי ӽḥᾕ ˢ ᶛˣ

ⱧỘ ID ⱧỘ Ộ ◕ ∕ Д˔ЌⱲ ╥―_ ☼ ЌϱФ ( (ד ›ὓ( (ד ( (ד

( ‮ ) ( ‮ ) Ὧ

◦ ˢ̋ˣ

◕ ᾉ ∫ ζχ

1 1 ◕ 2024/9 Ḭ_ 1,086,051 999,167 339,717 55 38 5 2

2 2 ◕ 2024/9 ЄГϰШГи_ 1,086,051 977,446 293,234 50 35 5 10

3 3 ◕ 2024/9 РЅКІШГи_ 217,210 152,047 45,614 45 30 10 15

4 4 ◕ 2024/9 Ḭ_‰ ׃ 217,210 204,178 69,420 55 38 5 2

5 5 ◕ 2024/9 ЄГϰШГи_‰ ׃ 54,303 47,786 14,336 50 35 5 10

6 6 ‰ ◕ 2024/9 РЅКІШГи_‰ ׃ 217,210 147,703 44,311 45 30 10 15

7 7 Ἤ╦◕ 2024/9 Ḭ_ ׃ 1,086,051 977,446 332,332 55 38 5 2

8 8 Ἤ╦◕ 2024/9 ЄГϰШГи_ ׃ 217,210 199,833 59,950 50 35 5 10

9 9 ◕ 2024/9 РЅКІШГи_ ׃ 1,086,051 781,957 234,587 45 30 10 15

10 10 ◕ 2024/9 Ḭ_ 217,210 199,833 67,943 55 38 5 2

11 11 ◕ 2024/9 ЄГϰШГи_ 54,303 48,872 14,662 50 35 5 10

12 12 ᶠᾖ◕ 2024/9 РЅКІШГи_ 1,086,051 760,236 228,071 45 30 10 15

13 13 ᶠᾖ◕ 2024/9 Ḭ_‰ ׃ 217,210 204,178 69,420 55 38 5 2

14 14 ᶠᾖ◕ 2024/9 ЄГϰШГи_‰ ׃ 54,303 47,786 14,336 50 35 5 10

15 15 ┴ӻ◕ 2024/9 РЅКІШГи_‰ ׃ 217,210 147,703 44,311 45 30 10 15

16 16 ᾿ ◕ 2024/9 Ḭ_ ׃ 217,210 195,489 66,466 55 38 5 2

17 17 Ὲ ◕ 2024/9 ЄГϰШГи_ ׃ 54,303 49,958 14,988 50 35 5 10

18 18 ἆ◕ 2024/9 РЅКІШГи_ ׃ 1,086,051 781,957 234,587 45 30 10 15

19 19 ἆ◕ 2024/9 Ḭ_ 217,210 199,833 67,943 55 38 5 2

20 20 ◕שׂ  2024/9 РЅКІШГи_ 217,210 152,047 45,614 50 35 5 10

21 21 ◕שׂ  2024/9 Ḭ_‰ ׃ 54,303 51,044 17,355 45 30 10 15

22 22 ◕ 2024/9 РЅКІШГи_‰ ׃ 217,210 147,703 44,311 55 38 5 2

23 23 ֓ ◕ 2024/9 Ḭ_ ׃ 217,210 195,489 66,466 50 35 5 10

24 24 ╦ 2024/9 РЅКІШГи_ ׃ 54,303 39,098 11,729 45 30 10 15

25 25 Ἢ 2024/9 Ḭ_ 217,210 199,833 67,943 55 38 5 2

地域ポテンシャル評価ツール

Å以下４データを作成

①事業者情報 ②奈良DXPF売上情報

③人流情報 ④観光消費額

Å地域還元実態調査結果をデータ化

①地域還元実態調査アンケート結果

「地域還元表」作成ツール

①事業者情報

③人流情報

②奈良DXPF売上情報

④観光消費額

①地域還元実態調査アンケート結果
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Â 投融資スキームで活用する「地域ポテンシャル評価ツール」「『地域還元表』作成ツール」の開発

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

地域ポテンシャル評価ツール

地域還元率表

消費額・TXJ売上推移

人流・訪問宿泊（日本人）

「地域還元表」作成ツール
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Â OTA等での掲載、toCプロモーションでのアピールを通じて誘客促進への活用を図る「地域還元表」（1/3）

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発
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Â OTA等での掲載、toCプロモーションでのアピールを通じて誘客促進への活用を図る「地域還元表」（2/3）

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発
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Â OTA等での掲載、toCプロモーションでのアピールを通じて誘客促進への活用を図る「地域還元表」（3/3）

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

46
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収集

モニタリング 活用

蓄積

¸ なら観光DXPF等からの出力

¸ 見える化ツールへの入力

¸ 見える化ツールを活用した、地域金融機関

投融資フレームでの活用

・営業

・企業誘致

・インパクト投資評価

¸ 地域金融機関

・データ動向を踏まえた営業先・地域、誘致企業、

インパクト投資案件の探索

¸ NVB

・データ動向を踏まえたプロモーション、事業者コン

サルティング（商品開発等）の見直し

¸ 地域ポテンシャルデータ

・①事業者情報

・②なら観光DXPF売上情報

・③人流情報

・④観光消費額

¸ 取引情報（地域還元状況）

・費目別地域内情報

・地域産品利用情報

データ活用の流れを示します。

データ活用の

流れ

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発



「意欲ある観光産業事業者を支

援する体制の構築」（＝地域金

融機関を含む産業共同体）

Ḳ ḱ ︣
ṕỆ Ṗ

48

Â目標

Â まとめ
Å 地域還元割合が高い宿泊事業者のうち、主要事業者(10事業者)について記入精度の高い「取引情報

等」アンケート回答結果を入手。各事業者の「地域還元表」を作成した。

Å 当初、「取引情報等」アンケートは複数業種で、かつ4地域程度で地域×業種別の集計できる回収数を

目指したが、アンケートへの協力可能性についての現地判断によって、上記の宿泊10事業者の回答に限

られた。

Å 地域金融機関（営業・企業誘致、インパクト投資等）それぞれのワークフローに対応した活用シーンを整

理。また、活用において利用できる見える化ツールを開発した

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

なら観光DXPFで取得するデータを活用することで、営業・企

業誘致・インパクト投資評価を効率的に実施できるとの見解。

主要海外OTAによれば、「地域還元表」の掲載は可能であ

り、レスポンシブルツーリズム志向に合致するもので、誘客にも

効果的との見解。

Ḳ ḱ ︣ ṕ ḭ
ṇ ḭ ṇ ︡ ḭ
ךּ Ḯ ︡ḭ ḭ ךּ ḭ

ṇ צּ
ḭ ṇ קּ פּ Ṗ

Â結果



Â注力した点・工夫した点
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項目 主な活動 結果

NVB会員である宿泊事業者（10事

業者）の取引状況・費目別地域還元

割合をアンケート調査によって把握した。

なお、アンケートへの協力可能性につい

ての現地判断によって、対面で回答を

依頼できた宿泊10事業者の回収にと

どまった。

地域還元割合が高い宿泊事業者のう

ち、主要事業者について記入精度の高

いについて情報を入手。各事業者の「地

域還元表」を作成した。
※アンケート調査票やスキームは「DMO-KPI計

測手順（仮称）」への掲載検討中

なら観光DXPFへの観光事

業者の「取引等情報」の

追加

4.実証事業

3.各取組の詳細

取組3. 「なら観光DXPF」取得データ等を活用した投融資評価スキームの開発

作成した「地域還元表」のOTAでの紹

介及びこのことによる誘客可能性をヒア

リング調査によって確認した。

主要海外OTAによれば、「地域還元

表」の掲載は可能であり、レスポンシブル

ツーリズム志向に合致するもので、誘客に

も効果的との見解。

「地域還元表」の誘客への

活用可能性の評価

「地域ポテンシャル状況」について外部

データを試験購入、各データを連携評

価できる見える化ツールを作成。また、

見える化ツールの投融資評価への活

用・有効性について業務形態の異なる

複数の金融機関へのヒアリング調査

（2024年9月~10月）によって確認。

なら観光DXPFで取得するデータを活用

することで、営業・企業誘致・インパクト

投資評価を効率的に実施できるとの見

解。それぞれのワークフローに対応した活

用シーンを整理。また、活用において利

用できる見える化ツールを開発した。

「取引等情報」「地域還元

状況」「地域ポテンシャル

状況（地域の来訪者数・

消費額）」の見える化ツー

ルの作成
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5.総括
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取組内容 結果

KGI

目標 頁

目標値

成果 観光売上高の向上：822万円（見直し目標の65%）

実証事業の総括と成果を示します。

観光売上高の向上：1,265万円（当初目標の66%）

1.実証事業の成果

Â実証事業の総括
Å KGI（観光売上）は、取組・戦略の見直し・追加もあり見直し目標の65%を達成した。また、

地域の産業共同体の一員となることを目指す地域金融機関Gのメリット（投融資評価へのデー

タの活用、事業者とのNW構築）が確認できた。

「インバウンド対応プロモーションの実装」

（＝実装・検証）

「インバウンド対応の成功体験の創出」

今後のNVBネット販売のなら観光

DXPFでの一元化を見越すと800万

円超となる売上を実現した。うち、実

証実験が有効だったとの声があった事

業者を成功事例として取りまとめた。

既存システムの機能拡張による「なら

観光DXPF」の構築

取組1

P.18

「意欲ある観光産業事業者を支援す

る体制の構築」（＝地域金融機関を

含む産業共同体）

地域金融機関の営業・企業誘致・イン

パクト投資評価を効率的に実施できる

との見解。また、主要によれば、レスポン

シブルツーリズム志向に合致するもので、

誘客にも効果的との見解。
「なら観光DXPF」取得データ等を活

用した投融資評価スキームの開発

P.35

持続可能な「中小事業者参画支援

体制の確立」

登録事務局を担った南都コンピューター

サービスは、地域の中小事業者との新

規ネットワーク構築ができ、本実証事業

以降も関係を継続的かつ拡大していく

ことが可能となった。

「なら観光DXPF」への中小事業者の

参画促進

P.29

KPI

取組3

取組2

5.総括
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目標項目 数値
各月の目標値/実績 最終

実績7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

KGI

売上

1,265万円
（当初目標

の66％）

－
5

万円

10

万円

15

万円

195

万円

545

万円

895

万円

1,265

万円

1,265

万円

実績 －
1

万円

2

万円

2

万円

32

万円

258

万円

641

万円

822

万円

822

万円

進捗率(％)
（対見直し

目標）
－

0.1

％

0.2

％

0.2

％

2.5

％

20.4

％

50.7

％

65.0

%

65.0

%

KPI

参加事業者

数
100
事業者

10
事業者

40
事業者

60
事業者

80
事業者

90
事業者

95
事業者

100
事業者

100
事業者

100
事業者

実績
０

事業者

3
事業者

6
事業者

6
事業者

12
事業者

16
事業者

19
事業者

22
事業者

22
事業者

進捗率(％) 100％ － 3％ 6％ 6％ 12％ 16％ 19％ 22％ 22％

5.総括

1.実証事業の成果

KGI・KPIの進捗を各月ごとにお示しします。



53

実証事業によって地域に与えた影響を複数の観点ごとにお示します。

Ⅰ「なら観光DXPF」の構築（AIレコメンド機能）

■奈良市周辺地域への周遊促進
¸ AIレコメンドによる周遊誘引、また、周遊バスチケッ

ト等の紹介によって、奈良市以外の観光スポットへ

の関心増（AIレコメンドマップでの閲覧約20,000

件）、奈良市以外での予約販売増加（約30万

円）を実現できた。

5.総括

1.実証事業の成果

Ⅱ「なら観光DXPF」の構築（ネット販売）

Ⅳ投融資評価スキームの開発Ⅲ中小事業者の参画促進

1.実証事業の成果

■ネット販売増の成功事例の実現
¸ 新規売上を獲得した事業者があり、また、こうした

事業者の取組内容、実績を整理することで、他事

業者の参考及び今後のなら観光DXPFへの参画

促進材料を作成することができた。

¸ ネット販売を成功させるためのコンテンツの品質管

理のポイントが整理できた（NVBが周知することで

売上増加を支援）。

■地域金融機関の観光地域経営への参画
¸ なら観光DXPFによるデータが投融資フレームに活

用できることが明らかとなったことで、地域金融機

関が観光地域づくりに関心あるいはプレーヤーとし

て関わることが可能となった。

¸ 地域金融機関の営業・企業誘致・インパクト投資

評価を効率的に実施可能となる。また、こうした機

関の事業者経営への関与強化による生産性の向

上も期待できる。

■地域ITサービス企業と観光事業者とのNW
¸ 登録事務局運営を通じて、地域ITサービス企業と

観光事業者とのNWができた（地域ITサービス企

業としては、観光事業・観光事業者の実態を知る

ことができた）。

¸ ITサービス事業者、また、3.で示したITに精通した

地域金融機関が積極的に観光事業者と関わる

土台ができた（観光事業者以外のデジタル人材

の参画）。

Ⅰ旅行者の利便性向上・周遊促進 Ⅱ観光産業の生産性向上

Ⅲ観光地域経営の高度化Ⅳ観光デジタル人材の育成・活用
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¸ 本実証実験終了後も、奈良県ビジターズビューローとTXJを中心とした体制で奈良県全体での事業者参画の促進

を図っていく（南都銀行Gが適宜支援）

¸ その後、紀伊半島3県連携の枠組みにおけるDXPFとして展開していく

5.総括

2.今後の展望

2024年度 2025年度 2026年度~

STEP1
なら観光DXPFの

開発・評価

STEP2
奈良県全体への展開

開始

観光庁モデル観光地事

業とも連携

STEP3
観光事業者・DMO・地域金

融機関を核とした持続可能

な地域の実現

奈良県内展開：全域で展開、観光経済循環

の可視化・拡大に取り組み、地域版持続可能

性指標を持つ地域を３年後に倍増する

（6地域程度。また、「なら観光DXPF」参加事

業者は300事業者程度とする）。

広域展開：奈良県・和歌山県・三重県の三県

連携において、本事業のコンソーシアムが積極的

に参画し、三県版の観光事業者・DMO・金融

機関が一体となった産業共同体を3年後に設立

する。

ロードマップ
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6.実施体制



本実証事業を推進した実施体制や役割分担を示します。

1.体制図

6.実施体制

56

【役割】

・業務全体の統括・企画・進捗管理

・実証実験への中小事業者の参画確

保及び利用者確保のための参画支

援体制の確立

・誘客プロモーションの実施

一般社団法人

奈良県ビジターズビューロー

（代表団体）

・KGIの達成に向けた取組・戦略の見

直し・追加

伴走コンサルタント

・KGIの達成に向けた取組・戦略の見

直し・追加

事務局

地
域
外
関
係
者

地
域
内
関
係
者

・中小事業者参画支援のための地域DMO・観光協会、参画事

業者訪問・調整
奈良みらいデザイン

株式会社

・中小事業者参画支援のための事業者実態の把握及び持続可

能性指標等を活用した投融資スキームの評価

・中小事業者参画支援のための中小事業者ITリテラシー向上及

び相談窓口の設置・巡回

・「奈良県在庫管理システム」の機能拡張における、マーケット分

析ツール及び持続可能性指標作成ツール開発

南都コンピュータ

サービス株式会社

株式会社

南都銀行

・中小事業者参画支援のためのリテラシー向上支援ドキュメント等

作成

・誘客プロモーションのためのデジタルプロモーション施策作成・実施

合同会社Tourism 

Exchange Japan

・なら観光DXPF構築に向けた、「奈良県在庫管理システム」の機

能拡張及び事業所版・地域版の持続可能性指標の開発

・実証事業報告書の作成

・「奈良県在庫管理システム」の機能拡張における、周遊レコメン

ド機能追加

株式会社New 

Ordinary

株式会社

三菱総合研究所
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7.おわりに
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¸ 本実証実験のポイントは、地域の観光DXPFへの事業者の積極的な参画であり、そのための勧誘

及び必要な登録手続き支援体制を構築した。しかし、事業者参画促進のためには、観光振興に

おける地域の体制、DMOと事業者の信頼関係が重要であることが再認識された（DXPFへの参

画、取引情報等調査への協力は、信頼関係の強い事業者で実現）。

¸ 本実証事業を実施したコンソーシアムは、奈良県での観光DX実装、地域の観光事業者・DMO・

地域金融機関が一体となる新たな産業共同体を構築するために2023年11月に組成したものであ

る。発足間もないこともあり、地域における事業者の意識や活動状況・課題認識の理解とコンソー

シアムとしての信頼関係の構築が十分ではない状況での取組となった。

¸ 今後も、本実証実験の成果を踏まえて、なら観光DXPFの展開を図っていくが、他地域においても

DXPF推進体制の各メンバーが持続的に係る経済的なメリットを持つ工夫をおこなうことに加えて、

多くの事業者の参画を得るためには小規模であっても類似の取組における成功を積み上げたうえで、

大規模に展開することが重要と考える。

7.おわりに
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